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( 1 ) グ リ ー ン イ ン フ ラ 活 用 に よ る 複 合 災 害 対 策 の 課 題  

1 ) 利 用 さ れ な く な っ た 土 地 の 再 生  

地 域 の 過 疎 化 に よ り 、 開 発 後 に 利 用 さ れ な く な っ た

土 地 が 増 加 し て い る 。 こ の よ う な 土 地 は 、 開 発 前 の 状

態 に 自 然 に 戻 る こ と は な く ① 、 経 年 に よ り 荒 廃 す る 。

荒 廃 地 は 、 豪 雨 や 地 震 と 複 合 し て 発 生 す る 土 砂 災 害 の

原 因 と な る ② 。 土 砂 災 害 を 含 む 複 合 災 害 を 抑 制 す る た

め に は 、 森 林 や 湿 地 等 の 自 然 環 境 の 再 生 が 必 要 ③ で あ

る 。 よ っ て 、 土 地 利 用 の 観 点 か ら 、 利 用 さ れ な く な っ

た 土 地 の 再 生 が 課 題 ④ で あ る 。  

 

2 ) 都 市 の 緑 化  

 日 本 の 多 く の 都 市 は 、 地 盤 沈 下 や 天 井 川 の 形 成 等 に

よ り 、 海 や 河 川 の 水 位 よ り も 低 い 土 地 に 形 成 さ れ て い

る 場 合 が 多 い ⑤ 。 更 に 、 都 市 部 は 、 コ ン ク リ ー ト 等 の

グ レ ー イ ン フ ラ の 整 備 に よ り 、 水 が 地 面 に 浸 み 込 む 量

が 減 少 し て い る 。 こ の た め 、 地 震 や 台 風 に よ る 災 害 と

① 「状態に自然に」と同じ助詞が連発しています。→「開発前の自然な状態に戻ることはなく」 

② 荒廃地と土砂災害との因果関係が不明です。 

③ これも②と同じです。複合災害と自然環境の再生が必要だとのロジックが明確になっていません。 

④ 利用されなくなった土地は、立地や態様が様々です。例えば、流出係数の大きい廃墟を再生させる

ことは治水上意味がありますが、流出係数が小さい更地に駐車場などを整備しては逆効果です。よ

って、土地利用を進めることと複合災害を防止することとは必ずしもイコールにはならないと思い

ます。ここで言いたいのは、荒廃地がグリーンインフラとして機能するように再生することではな

いでしょうか。 
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複 合 し て ⑥ 、 洪 水 が 発 生 し や す い 。 洪 水 を 含 む 複 合 災

害 を 抑 制 す る た め に は 、 砂 利 や 草 木 に よ り 水 が 地 下 に

浸 透 す る 量 を 増 や す 必 要 が あ る 。 よ っ て 、 都 市 構 造 の

観 点 か ら 、 都 市 の 緑 化 が 課 題 で あ る ⑦ 。  

 

3 ) 流 域 治 水 と グ リ ー ン イ ン フ ラ （ G I ） の 連 携  

 2 0 2 4 年 6 月 の 能 登 半 島 の 豪 雨 で は 、 1 月 に 発 生 し

た 地 震 に よ る 斜 面 崩 壊 で 河 道 周 辺 に 堆 積 し た 土 砂 や 流

木 が 大 雨 に よ り 流 下 し 、 橋 脚 等 で せ き 止 め ら れ 、 そ こ

か ら 洪 水 が 発 生 し た 。 こ の 他 、 2 0 1 7 年 7 月 の 九 州 北

部 豪 雨 で も 、 河 川 に 流 下 し た 土 砂 と 流 木 に 起 因 す る 複

合 災 害 が 発 生 し た ⑧ 。 こ の よ う に 、 河 川 が 原 因 と な る

複 合 災 害 が 発 生 し て い る こ と か ら 、 河 川 起 因 の 災 害 を

防 止 す る 流 域 治 水 の 推 進 が 必 要 で あ る ⑨ 。 よ っ て 、 河

川 防 災 の 観 点 ⑩ か ら 、 流 域 治 水 と G I の 連 携 ⑪ が 課 題

で あ る 。  

⑤ 「日本の多くの都市は、・・・が多い」と重複表現になっています。→「・・・形成されている」 

⑥ 地震と洪水があまり結びつかず、複合災害の事例としてピンときません。この場合ですと、台風に

よる高潮と内水氾濫といった例が思い浮かびます。 

⑦ 都市構造と都市緑化の関係性が不明です。例えば、雨水コントロール（雨水浸透・貯留、涵養）の

話をしているので、「水循環の観点」、「雨水管理の観点」などが思い浮かびます。 
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( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 近 年 は 河 川 に 起 因 す る 洪 水 が 毎 年 発 生 し て い る た め

⑫ 、 最 重 要 課 題 を 「 流 域 治 水 と G I の 連 携 」 と し た 。  

 

1 ) 集 水 域 で の G I 連 携  

 水 田 の 貯 水 機 能 を 活 用 し 、 一 時 的 に 水 田 に ⑬ 雨 水 を

貯 留 す る こ と で 、 下 流 の 急 激 な 水 位 上 昇 を 軽 減 す る

⑭ 。 具 体 的 に は 、 水 田 の 落 水 口 に 流 出 量 を 調 整 す る 板

等 を 設 置 し 、 水 田 に 降 っ た 雨 を 河 川 に 徐 々 に 排 水 す

る 。  

 た め 池 を 洪 水 調 整 に 活 用 す る 。 具 体 的 に は ⑮ 、 大 雨

が 予 想 さ れ る 際 に 、 予 め た め 池 の 水 位 を 低 下 さ せ る 事

前 放 流 を 行 い 、 空 い た 貯 水 容 量 を 洪 水 調 整 に 利 用 す

る 。  

⑧ ちょっと現状説明としては、長すぎます。 

⑨ 複合災害が発生したから流域治水の推進が必要と言われても、流域治水を推進すべきと考えた理由

が分からず唐突に感じます。流域治水の特性を踏まえた問題点を提示しないと読み手の賛同を得る

ことはできないでしょう。 

⑩ 河川防災まで言ってしまうと、観点というより解決策に見えます。 

⑪ なぜグリーンインフラとの連携が必要なのか分かりません。連携の重要性を示唆する背景が必要で

す。 

⑫ この理由では、２番目の課題も該当すると考えます。よって、「最も」の理由になっていないと思

います。 
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2 ) 河 川 区 域 で の G I 連 携  

 河 川 敷 を 緑 化 し 、 雨 水 浸 透 機 能 を 強 化 す る ⑯ 。 具 体

的 に は 、 河 川 の 側 道 に 植 栽 を 設 置 ⑰ す る 。 ま た 、 河 川

に 隣 接 す る 駐 車 場 ⑱ を 、 ア ス フ ァ ル ト 舗 装 か ら 土 と 草

に 置 き 換 え る 。 更 に 、 河 川 敷 内 に 、 雨 庭 や 緑 道 ⑲ を 整

備 す る 。  

 河 川 改 修 は 、 河 川 が 本 来 保 有 し て い る 生 態 系 を 保

全 ・ 創 出 す る 「 多 自 然 川 づ く り 」 を 踏 ま え て 行 う 。  

 

3 ) 氾 濫 域 で の G I 連 携  

公 園 を 整 備 し 、 雨 水 の 貯 留 機 能 を 強 化 す る ⑰ 。 具 体

的 に は 、 公 園 の 地 下 1 ～ 2 m 程 度 の 範 囲 に 、 吸 水 性 の

高 い 再 生 骨 材 や 腐 植 土 を 埋 設 し 、 雨 水 の 貯 水 性 能 を 向

⑬ 最初に水田の貯留機能を活用とあるので。ここは不要です。 

⑭ 重複気味に見えます。→「下流の急激な水位上昇を防ぐ」または「下流の水位上昇を軽減する」 

⑮ これは、最初の一文に統合して、ここは具体例の一つとして「また」でつなぐと良いでしょう。最

初の一文は、「水田や農業水利施設の貯水機能を活用し・・・」としてはいかがでしょうか。 

⑯ 雨水の浸透貯留ばかりの対策で、多角的な視点に欠けます。河川区域であるなら、水害防備林とし

ての活用を提案してはいかがでしょうか。 

⑰ 側道に植栽したら、通れなくなってしまいます。堤防の天端や法面を指しているのですかね。 

⑱ 河川区域ですか？ 

⑲ 河川敷内の浸透貯留は上流部では多少の効果があると思いますが、やはり集水域で行うべき対策で

はないでしょうか。河川区域で貯留をいうなら、ダムや調節池などでしょうね。しかし、これでは

GIとの連動にならないです。 
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上 さ せ る 。 ま た 、 公 園 内 の 舗 装 は 、 透 水 性 舗 装 で 行

い 、 雨 水 の 地 下 へ の 浸 透 を 促 進 す る 。  

建 物 の 屋 根 に 降 っ た 雨 を 雨 水 管 に 直 接 流 さ ず 、 造 園

エ リ ア や 芝 生 等 に 流 す 。 こ れ に よ り 、 雨 水 の 流 下 を 遅

ら せ る 。  

 

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

1 ) メ ン テ ナ ン ス 人 材 の 不 足  

 G I は 自 然 由 来 で あ る た め 、 除 草 等 の 定 期 的 な メ ン

テ ナ ン ス が 必 要 に な る 。 G I を 導 入 す る こ と に よ り 、

メ ン テ ナ ン ス を 担 う 人 材 が 不 足 す る リ ス ク が あ る 。  

 対 策 は 、 ロ ボ ッ ト に よ る メ ン テ ナ ン ス の 自 動 化 で あ

る 。 具 体 的 に は 、 水 田 や 河 川 敷 の 整 備 ⑱ に 、 G P S で 自

動 運 転 す る 草 刈 り ロ ボ ッ ト を 導 入 す る 。 ま た 、 公 園 の

地 下 に 設 置 し た 貯 水 設 備 や 透 水 性 舗 装 の 取 り 換 え 工 事

に も 、 I C T 施 工 を 活 用 し 、 省 人 化 を 図 る ⑲ 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 の 要 点 ・ 留 意 点  

 技 術 者 倫 理 の 観 点 で 必 要 と な る 要 件 は 、 公 益 ・ 安

全 ・ 健 康 ・ 福 利 の 優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 で 必

⑰ これも浸透貯留ですね。例えば、氾濫域にある一団の水田や樹林地を活用した霞提の整備などが思

い浮かびます。 

⑱ メンテナンスでは？ 

⑲ 取り換え工事とは、修繕、改修のことですかね？適切な表現にしないと、メンテナンスなのかよく

分かりません。 
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要 と な る 要 件 は 、 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 に お け る 負 の 影 響

の 低 減 で あ る 。 業 務 の 各 段 階 に お い て 、 こ れ ら を 意 識

す る こ と に 留 意 す る 。             以 上  


